
　

10
月
20
日
、
日
本
共
産
党
船
橋
市
議
団

と
党
千
葉
県
西
部
地
区
委
員
会
は
、
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
ま
と
め
た
「
２
０

２
１
年
度
船
橋
市
予
算
に
か
か
る
要
望

書
」
を
市
長
に
提
出
し
、
懇
談
し
ま
し
た
。

　

党
船
橋
市
議
団
は
毎
年
、
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
年
は
６
月
か
ら
市
内

に
約
14
万
枚
を
配
布
し
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
９
月
15
日
ま
で

　

昨
年
の
12
月
議
会
で
、
市
民
の
声

を
ほ
と
ん
ど
聞
か
ず
す
す
め
ら
れ
た
、

夏
見
運
動
公
園
と
法
典
公
園
の
指
定

管
理
制
度
の
導
入
。
導
入
と
合
わ
せ

て
、
施
設
使
用
料
の
大
幅
な
変
更
と

無
料
駐
車
場
の
有
料
化
が
市
長
か
ら

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
設
委
員
会
で
、
日
本
共
産
党
は
、

利
用
者
の
声
を
聞
く
べ
き
な
ど
を
理

由
に
、
議
決
を
し
な
い
よ
う
求
め
る

提
案
を
し
ま
し
た
が
、
９
名
の
委
員

（
委
員
長
は
除
く
）
の
う
ち
、
賛
成

し
た
の
は
日
本
共
産
党
、
国
民
民
主

党
、
無
所
属
議
員
の
３
名
の
み
で
、

多
数
で
議
決
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

議
決
後
、
し
ば
ら
く
た
っ
て
か
ら
、

夏
見
の
運
動
公
園
や
法
典
公
園
の
利

用
者
か
ら
、
「
駐
車
場
料
金
が
値
上
げ

に
９
４
０
通
の
回
答
を
得
て
い
ま
し
た
。

市
へ
の
重
点
要
望
は
表
の
通
り
で
す
。

　

懇
談
の
際
、
岩
井
友
子
・
市
議
団
長
は

市
長
に
対
し
「
市
内
で
も
解
雇
・
雇
い
止

め
な
ど
、
現
在
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

の
影
響
が
出
て
い
る
。
市
民
の
生
活
を
し

に
な
る
な
ん
て
、
知
ら
な
か
っ
た
！

な
ん
で
利
用
者
に
知
ら
せ
な
い
ん

だ
！
」
と
い
う
、
驚
き
や
怒
り
の
声

が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
現
地
に

確
認
に
行
く
と
、
駐
車
場
の
有
料
化

を
知
ら
せ
る
お
知
ら
せ
が
、
駐
車
場

に
は
一
つ
も
掲
示
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

公
共
施
設
の
運
用
の
変
更
に
当
た

り
、
利
用
者
に
対
し
て
、
決
め
る
前

だ
け
で
な
く
決
ま
っ
て
か
ら
も
知
ら

せ
な
い
、
な
ど
と
い
う
の
は
も
う
地

方
自
治
体
の
仕
事
ぶ
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　

　

今
年
の
９
月
議
会
ま
で
の
間
に
、

「
駐
車
場
の
有
料
化
は
中
止
を
」
と

い
う
お
手
紙
が
、
各
議
員
あ
て
に
届

き
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
に
も
、
メ

ー
ル
や
郵
便
で
、
毎
日
の
よ
う
に
届

き
、
さ
ら
に
、
議
会
あ
て
に
も
同
様

の
趣
旨
で
４
件
の
陳
情
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
本
会
議
で
は
自
由

民
主
党
・
自
由
市
政
会
・
公
明
党
な

ど
が
反
対
し
、
す
べ
て
の
陳
情
が
賛

成
少
数
の
た
め
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
が
、
反
対
し
た
会
派
の
議
員
か
ら

も
退
席
者
が
出
る
な
ど
、
議
会
と
し

て
全
面
的
に
賛
成
と
い
う
こ
と
に
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
駐
車
場
有
料
化

の
提
案
理
由
で
あ
る
、
「
行
財
政
改
革

推
進
プ
ラ
ン
」
に
反
対
を
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
有
料

化
に
は
、
「
行
革
に
は
賛
成
」
と
い
う

方
か
ら
も
、
反
対
の
声
が
上
が
り
ま

し
た
。
当
然
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

市
の
制
度
変
更
に
当
た
り
、
制
度

の
利
用
者
に
理
解
を
求
め
る
と
い
う

当
た
り
前
の
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
。

議
会
で
の
協
力
・
共
同
を
進
め
る
た

め
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

利
用
者
不
在
の
制
度
変
更
に
、市
民
か
ら
怒
り
の
声

利
用
者
不
在
の
制
度
変
更
に
、市
民
か
ら
怒
り
の
声

運
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436-3030要予約

日本共産党船橋市議団主催

会場 ： 調整中
時間 ： 午後１時～４時

労働相談も受けています

無料

弁護士が相談を受けます

11月11日（水）

12月 9日（水）

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に

　 

来
年
度
予
算
へ
の
要
望
書
を
市
長
に
提
出

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に

　 

来
年
度
予
算
へ
の
要
望
書
を
市
長
に
提
出

１．新型コロナから市民生活を守るため最善を尽くすこと

　　●ＰＣＲ検査を大幅に増やし医療、福祉、介護、教育

　　　従事者の定期検査をはじめ社会的検査を行うこと

　　●市民の暮らしの実態をつかむこと

　　　特にひとり親世帯や高齢者、障害者など社会的弱者

　　　の生活状況をつかみ施策に反映すること

２．「行財政改革推進プラン」を中止すること

　　当面、コロナ禍が収束するまでは事務を凍結すること

３．海老川上流域開発は中止すること

　　東葉高速鉄道新駅設置は凍結すること

４．気候危機による自然災害が深刻化している

　　災害に強いまちづくりとコロナ禍に対応した防災対策

　　をすすめること

５．少人数学級に取り組みコロナ禍の下の子どもたちに学

　　びを保障すること

６．オスプレイの飛来に反対すること

　　防衛省に市民への説明を行わせること

　　米軍の使用に反対すること

「２０２１年度　船橋市予算にかかる要望書」
重点要望

っ
か
り
支
え
る
船
橋
市
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。
ま
た
同
席
し
た

椎
葉
寿
幸
・
党
地
区

委
員
長
は
「
新
型
コ

ロ
ナ
問
題
は
国
政
そ

の
も
の
を
問
う
て
い

る
し
、
地
域
支
援
が

本
当
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。
国
へ
の
要
望

も
一
緒
に
や
っ
て
い

き
た
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。

　

要
望
書
の
全
文
は

市
議
団
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

市議団HP

反対
9.8％
反対
9.8％

どちらでもない
16.7％

どちらでもない
16.7％

無回答
6.2％
無回答
6.2％

賛成
67.3％

反対
13.5％
反対
13.5％

どちらでもない
12.9％

どちらでもない
12.9％

無回答
3.4％
無回答
3.4％

賛成
70.2％

反対
14.4％
反対
14.4％

どちらでもない
16.3％

どちらでもない
16.3％

無回答
4.3％
無回答
4.3％

賛成
65.0％

評価しない
64.9％
評価しない
64.9％

どちらでもない
18.1％

どちらでもない
18.1％

無回答
3.6％
無回答
3.6％ 評価する

13.4％

◎消費税５％に
　減税することに

◎オスプレイによる訓練を
　市内でさせないことに

◎国の新型コロナ
　対策について

◎市民負担増の行財政
　改革を中止することに
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日本共産党船橋市議団 メール nk-fsd@guitar.ocn.ne.jp検　索

日本共産党国会議員団千葉事務所　043-302-2005

市 会 議 員

<市議団控室047-436-3030 FAX047-420-7201>

438-8647岩 井 友 子

422-5278金 沢 和 子 432-9317松 崎 さ ち

4０４-２０３９坂 井 洋 介

769-7271神子そよ子

◆菅首相による「学問の自由を侵す学術会議人事介入」は撤回を！！


